
当院ホームページはこちら
https://www.omachi-hospital.jp/

■ 予約については、平日午後３時以降に各科外来までお問い合わせください。
■ 診察券（プラスチックカード）は全科共通です。保険証と共に忘れずにお持ちください。
■ 再来受付機は、保険証を3 ヶ月以上提示いただかないと利用できなくなります。（④外来受付にお越しください）

※青文字は派遣医師です。　

診療科紹介　～産科～

新入医師・職員紹介

健康トピックス

ワクチン・渡航外来について

登録医紹介　いいざわ歯科医院

ご自由にお持ちください。

表紙： 新入職員オリエンテーション
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BLS（一次救命処置）研修を行いました。

■診察時間　９ : 00から　※診療科によって異なる場合があります。
■受付時間　８ : 00～ 11 : 30
■休  診  日　土曜・日曜・祝日

午後の診療は、予約制です。（急患等は、各科で対応させていただきます。）

外来診療表
2022 年 5 月 1 日

私たちは、地域に密着した温かく誠実な医療を実践します。

１．市民の健康増進、疾病予防に努めます
２．地域包括ケアシステムの中心を担う病院として、医療・介護・

福祉の円滑な連携を推進します。
３．市民の皆さんが安心して暮らしていける医療機能の整備・連携

を図ります。
４．公共性を確保し、合理的で健全な病院経営を行います。

理　　      念

基  本  方  針

■ 発行　市立大町総合病院　　■ 編集　市立大町総合病院　広報委員会
〒398-0002　長野県大町市大町 3130 番地

0261-22-0415（代）　  　　  https://www.omachi-hospital.jp/
   hospital@hsp.city.omachi.nagano.jp

TEL URL

e-mail

広報誌　きらり大町病院

休診情報はこちら

令和４年４月より、全ての土曜日が休診となっております。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

※医師が変更する場合がございますので、最新の診療表については病院に
　お問い合わせください。
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●医師を目指したきっかけは？
　とても小さく生まれ、またこどもの時に度々病院に通ってい
たことが頭にあり、将来自分も人を助けられる側になりたいと
思ったことがきっかけです。

●専門分野は何ですか？
　内科・小児科の後期研修後で、年齢を問わず診療します。ま
た、感染症が専門で、一般的な感染症の診療や、ワクチン・渡
航相談が得意分野です。

●趣味は何ですか？
　スポーツでは小学校から水泳を続けています。また、前任地
では家庭菜園を趣味にしていました。最近はアクアリウムをは
じめてハマっています。

●地域のみなさんへメッセージをお願いします。
　私は佐久の出身で、大学卒業後2年間まではずっと長野におり
ました。研修で千葉県に9年間いましたが、また長野に戻って来
られて嬉しいです。感染症は予防ができるものが多くあります
ので、健康な方でもぜひご相談ください。

笹澤　裕樹
ささざわ ひろき

内科

●医師を目指したきっかけは？
　歯科医師であった父の背中を見て医療関係の仕事に就きたい
と思い、その中でも人間全身を診ることの出来る医師になりた
いと考えるようになりました。

●専門分野は何ですか？
　総合診療、特に家庭医療が専門です。患者さん一人一人の個
別性や家族の状況、その人が暮らしている地域の環境などに着
目して提供する医療を目指しています。

●趣味は何ですか？
　ランニング・サッカー・フットサルなどです。また、最近
キャンプにハマり始めているので、木崎湖・青木湖でのキャン
プを楽しみにしています。

●地域のみなさんへメッセージをお願いします。
　大町に来て、壮大で綺麗な山々に驚きました。お困りのこと
があれば些細なことでもご相談ください。笑顔で元気に、そし
て1日も早く病院・地域に馴染み、この地域の医療へ貢献できる
よう頑張りますので、皆様よろしくお願いします。

生井　宏幸
なまい ひろゆき

内科

●医師を目指したきっかけは？
　高校生の時に担任の先生から卒業生で医師となった方の講演に参
加するように勧められたのがきっかけです。それ以来、何かしら人
の役に立ちたいと思い医師を目指しました。
●専門分野は何ですか？
 かねてより臓器横断的な知識を持ち、患者さんの価値観を大切にし
ながら全人的な医療を提供できる医師になりたいと思い、今年度か
ら総合診療科を専攻させていただきます。
●趣味は何ですか？
　高校生からバドミントンをしており、バドミントンが好きです。
また温泉も好きなので、温泉の豊富な大町でたくさん温泉巡りをし
たいです。
●地域のみなさんへメッセージをお願いします。
　今年度より市立大町総合病院総合診療科に着任しました鎌倉健人
と申します。住民の方々に安心して暮らしていただくために日々精
進したいと思います。地域の医療に貢献できるよう精一杯頑張りま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

●専門分野は何ですか？
　総合診療プログラムの専攻医として勉強中です。

●趣味は何ですか？
　ゴルフが好きで、以前は休日に家族とよくラウンドしていまし
た。ベストスコアは９９です。長野県のゴルフ場にもぜひ行ってみ
たいです。

●地域のみなさんへメッセージをお願いします。
　６ヶ月という短い期間ではありますが、皆様の健康に貢献できる
よう精一杯頑張らせていただきます。分からないことや不安なこと
があれば、小さなことでもご相談ください。一緒に考えて、少しで
も良い方向に進めたらと思います。どうぞよろしくお願いいたしま
す。

山口　修平
やまぐち しゅうへい

内科

●医師を目指したきっかけは？
 「かっこいい！」という憧れがきっかけです。その後、病気があっ
てもその人らしく生きる手助けができる職業だと気付き、医師を目
指す気持ちが強くなりました。

●地域のみなさんへメッセージをお願いします。
　大町病院で初期研修をさせていただく髙木菜々美です。患者さん
がその人らしく生きるために病気だけでなく、生活や社会との関わ
りにも心を配れる医師を目指します。多くを学び、日々成長できる
ように頑張ります。

髙木 菜々美
たかぎ ななみ

初期研修医

鎌倉　健人
かまくら けんと

内科
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　　　 猫の動画を見る
　　　 こと

　どんな時も笑顔を大切
にし、皆様に温かく寄り
添い、安心感・満足感を
得られるような看護を提
供できるように、これか
ら日々努力を積み重ねて
いきたいと思います。

武信　結可
たけのぶ ゆうか

保健師

趣味 　　　読書、音楽鑑賞

　患者さんやご家族の
方々に信頼され、笑顔を
増やすことのできる看護
が実践できるよう精一杯
頑張りたいです。また、
生まれ育った大北地域に
貢献できるよう頑張りま
すのでよろしくお願いし
ます。水嶋　柚希

みずしま ゆずき

看護師

趣味

　　　 韓国ドラマを見
　　　 ること

　小さい頃から夢だった
看護師として働けること
がとても嬉しいです。地
域の皆様にこの病院で看
てもらえて良かったと
思っていただけるように
頑張っていきたいです。
よろしくお願いします。飯嶋　由香

いいじま ゆか

看護師

趣味

　　　映画鑑賞

　生まれ育った大町市で
作業療法士として働ける
ことを大変嬉しく思いま
す。作業療法士として地
域の方々に少しでも貢献
できるように頑張りたい
と思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。

牧野　公貴
まきの こうき

作業療法士

趣味

　　　野球

　自分を育ててくれた大
北の地で仕事ができるこ
とをとても嬉しく思って
います。まだまだ未熟で
はありますが、地域の皆
さんへの恩返しとなるよ
うに働きたいです。

飯田　駆
いいだ かける

介護福祉士

趣味

　　　 韓国ドラマ、K-
   POP、スキー、旅行

　私は以前、県外の病院な
どで勤務していましたが、
地元の大町病院で勤務で
きることになり大変嬉し
く思います。地域に貢献
できるよう精一杯努めた
いと思いますのでよろし
くお願いいたします。小倉　弥央

おぐら みお

臨床検査技師

趣味

　　　スポーツ

　こんにちは、理学療法
士として新入職する藤澤
大輝と申します。皆さん
に思いやりの心を持っ
て、寄り添っていけるよ
うな理学療法士になって
いきます。よろしくお願
いします。

藤澤　大輝
ふじさわ だいき

理学療法士

趣味

　　　剣道、アウトドア、    
         温泉

　米盛（ヨネモリ）と申
します。出身地は鹿児島
県です。信州に来て、か
れこれ20数年になりま
す。「信州はとても素敵
な環境です。」フレッシュ
な心で、軽やかに励んで
まいりたいと思います。米盛　健

よねもり たけし

社会福祉士

趣味

発熱外来件数

発熱外来件数は月平均
約155件でした。

手術件数

手術室で実施した手術件数は
月平均65件でした。

（令和２年度 647 件／年）

救急車搬入患者延べ数

救急車で搬入された患者数は
１日平均約３人でした。

（令和２年度 1,288 人／年）

時間外患者延べ数

休診日及び診療日の
17:15から翌朝8:30までに
受診された患者数です。

（令和２年度 2,202 人／年）

令和３年度 （集計期間：令和３年４月～令和４年３月）

！るで 見字数 市立大町総合病院

外来患者延べ数

診療日数は255日で、
１日当たりの外来患者数は
377人でした。

（令和 2 年度  91,506 人／年）

入院患者延べ数

１，８６４件/年７８０件/年

１，３９６人/年３，０３３人/年

９６，２９０人/年 ５９，８８６人/年

１日平均の入院患者数は
164人でした。

（令和２年度  58,556 人／年）

※１人の患者様が５日間入院したら
   ５人と数えています。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和３年度　外来・入院患者数月別グラフ
（人）
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外来患者延べ数
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（令和２年度 647 件／年）
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救急車で搬入された患者数は
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令和３年度 （集計期間：令和３年４月～令和４年３月）

！るで 見字数 市立大町総合病院
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診療日数は255日で、
１日当たりの外来患者数は
377人でした。

（令和 2 年度  91,506 人／年）

入院患者延べ数

１，８６４件/年７８０件/年
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※１人の患者様が５日間入院したら
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市
立
大
町
総
合
病
院
（
大
町
病
院
）
で
は
、
令

和
４
年
４
月
か
ら
産
科
（
分
娩
受
け
入
れ
）
を
再

開
し
ま
し
た
。

　
大
町
病
院
産
科
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
ひ
と
え

に
「
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
に
笑
っ
て
帰
っ
て
い

た
だ
く
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
尽
き
ま
す
。

　
ひ
と
く
ち
に
産
科
（
分
娩
）
と
い
っ
て
も
い
ろ

い
ろ
な
妊
婦
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
、
経
腟

分
娩
が
あ
っ
た
り
、
帝
王
切
開
が
あ
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
中
で
、
大
町
病
院
産
科
で
は
ど
う
い
っ

た
妊
婦
さ
ん
の
受
け
入
れ
が
可
能
で
あ
る
か
、
ど

う
い
う
分
娩
に
対
応
可
能
で
あ
る
か
お
話
し
し
ま

す
。

　
一
般
に
妊
娠
初
期
よ
り
普
通
に
妊
婦
さ
ん
の
妊

婦
健
診
は
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
妊
婦
さ
ん
が

元
々
病
気
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
、
妊
娠

経
過
の
途
中
で
種
々
の
病
気
（
高
血
圧
症
や
糖
尿

病
な
ど
な
ど
）
を
発
症
（
こ
う
い
う
妊
婦
さ
ん
が

合
わ
せ
持
つ
病
気
を
妊
娠
合
併
症
と
い
い
ま
す
）

し
た
場
合
、
そ
の
病
気
の
状
況
や
程
度
に
よ
っ
て

は
、
内
科
専
門
医
に
相
談
し
た
り
、
長
野
県
立
こ

ど
も
病
院
（
こ
ど
も
病
院
）
や
信
州
大
学
医
学
部

付
属
病
院
（
信
大
病
院
）
等
の
高
次
病
院
に
お
願

い
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
大
町
病
院
で
の
受
け
入
れ
可
能
な
分
娩
は
妊
娠

36
週
以
降
の
分
娩
と
な
り
ま
す
。

　
36
週
以
前
の
分
娩
で
は
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
が
小

さ
か
っ
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
十

分
に
呼
吸
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

　
大
町
病
院
で
は
帝
王
切
開
は
で
き
る
ん
で

す
か
？
と
い
う
意
見
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
答
え
は
「
は
い
、で
き
ま
す
」
で
す
。

　
初
め
て
の
分
娩
で
赤
ち
ゃ
ん
が
逆
子
（
産
科
で

は
こ
う
い
う
赤
ち
ゃ
ん
の
姿
勢
を
骨
盤
位
と
い
い

ま
す
）
で
あ
っ
た
場
合
や
経
産
婦
さ
ん
で
も
以
前

の
分
娩
が
帝
王
切
開
で
あ
っ
た
場
合
は
前
も
っ
て

予
定
を
立
て
て
〇
月
〇
日
頃
に
帝
王
切
開
を
し
ま

し
ょ
う
（
こ
う
い
う
帝
王
切
開
を
予
定
帝
王
切
開

と
い
い
ま
す
）
と
決
め
て
帝
王
切
開
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
経
腟
分
娩
で
あ
っ
て
も
、
分
娩
経
過
の
途

中
で
赤
ち
ゃ
ん
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
だ
し
、「
こ
れ
以
上
は

赤
ち
ゃ
ん
が
き
つ
そ
う
だ
か
ら
帝
王
切
開
し
ま

し
ょ
う
」
と
、
途
中
で
帝
王
切
開
に
変
更
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。（
こ
う
い
う
帝
王
切
開
を
緊
急
帝

王
切
開
と
い
い
ま
す
）

　
大
町
病
院
で
は
、
予
定
帝
王
切
開
も
緊
急
帝
王

切
開
も
ど
ち
ら
も
可
能
で
す
。

　
大
切
な
こ
と
は
、「
赤
ち
ゃ
ん
が
元
気
で
生
ま
れ

て
き
て
く
れ
る
こ
と
」
で
す
。
そ
の
た
め
に
前
に

も
書
き
ま
し
た
が
、
産
婦
人
科
だ
け
で
な
く
、
大

町
病
院
全
ス
タ
ッ
フ
が
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
産
科
で
は
、
硬
い
表
現
で
「
後
遺
症
な
き
生
存
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
繰
り
返
し
申
し
ま
す

妊
婦
健
診
に
つ
い
て

01 分
娩
受
け
入
れ
再
開
し
ま
し
た

産婦人科部長　　髙　山　俊　弥

　当院は急性期から在宅まで１２診療科を有する大北医療圏の基幹
病院の一つです。各診療科では患者さんに寄り添った医療を実践す
るとともに、専門的な知識のある医療スタッフが活躍しています。
　ここでは各診療科の紹介と病気の予防方法などをお伝えします。

産　科

診 療 科 紹 介

分
娩
に
つ
い
て

02

こ
つ
ば
ん 

い

帝
王
切
開
に
つ
い
て

03

が
、
私
た
ち
が
目
指
す
と
こ
ろ
も
そ
こ
で
あ
り
、

目
標
は
「
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
に
笑
っ
て
帰
っ

て
い
た
だ
く
」
で
す
。

　
分
娩
は
、
医
師
や
助
産
師
だ
け
が
い
て
成
り
立

つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
を
中
心
に
、

医
師
も
助
産
師
も
看
護
師
も
看
護
助
手
さ
ん
も
み

ん
な
が
「
元
気
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
き
て
く

れ
る
よ
う
に
」
と
願
っ
て
、
同
じ
目
標
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
市
立
大
町
総
合
病
院
産
科

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

診察室受付・待合室

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
36
週

以
前
に
陣
痛
が
つ
い
た
り
破
水
し
た
り
し
て

分
娩
に
な
り
そ
う
と
判
断
し
た
場
合
は
、
こ

ど
も
病
院
や
信
大
病
院
な
ど
の
高
次
病
院
に

母
体
搬
送
（
救
急
車
な
ど
で
高
次
病
院
に
妊

婦
さ
ん
を
送
る
こ
と
）
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
妊
婦
健
診
の
と
こ
ろ
で
書
い
た
よ
う

に
、
お
母
さ
ん
の
合
併
症
に
よ
っ
て
は
、
妊

娠
中
（
妊
娠
初
期
の
こ
ろ
か
ら
）
こ
ど
も
病

院
や
信
大
病
院
に
、
そ
の
後
の
健
診
や
分
娩

を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま

す
。

最
後
に
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。
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に



よ
り
も
感
度
が
高
く
、
結
果
を
数
値
で
も
表
す
事

が
で
き
ま
す
。
大
型

の
機
器
を
用
い
て
測

定
さ
れ
、
検
査
時
間

は
約
１
時
間
で
す
。

　当
院
で
は
平
日
・

夜
間
休
日
問
わ
ず
測

定
を
し
て
お
り
、
緊

急
の
検
査
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
を
検
出
す
る

検
査
で
す
。
遺
伝
子
を
大
量
に
増
幅
さ
せ
る
事
で
、

極
め
て
高
い
感
度
を
発
揮
し
ま
す
。
最
近
で
は
簡

易
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
機
器

が
販
売
さ
れ
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
等
で
も
導
入

さ
れ
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
特
殊
な
設
備

や
機
器
、
専
門
の
技

術
を
習
得
し
た
人
材

が
必
要
な
た
め
、
検

査
を
実
施
で
き
る
施

８

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
抗
原
蛋
白
を
検
出
す

る
検
査
で
、
簡
単
か
つ
検
査
時
間
も
約
15
分
と
短

い
の
が
特
徴
で
す
。
最
近
で
は
市
販
も
さ
れ
て
お

り
、
ご
自
身
で
検
査
し
た
と
い
う
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　陽
性
の
場
合
、
テ

ス
ト
プ
レ
ー
ト
の
判

定
部
と
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
部
に
ラ
イ
ン
が
２

本
出
現
し
ま
す
。
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、

「
検
査
が
正
し
く
行

わ
れ
た
」
と
い
う
証

拠
で
、
こ
の
ラ
イ
ン

が
出
な
い
場
合
は
検

査
自
体
が
失
敗
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
陰
性
で

も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ラ
イ
ン
は
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
陽
性
と
間
違
っ
て
判
断
し
な
い
よ
う
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
た
判
定
ラ
イ
ン
が
薄
く
不
明
瞭

で
、
陽
性
か
ど
う
か
の
判
断
が
難
し
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　こ
れ
も
抗
原
検
査
で
す
が
、
抗
原
定
性
キ
ッ
ト

　偽
陽
性
と
は
、
本
当
は
陰
性
の
は
ず
が
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
は
な
い
物
質
と
間
違
え
て
反
応
し
、

陽
性
と
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
で
す
。Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
場
合
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
抗
原
検
査

で
は
稀
に
起
こ
る
事
が
あ
り
問
題
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
偽
陽
性
を
疑
っ
た
場
合
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
で
確
認
を
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　偽
陰
性
と
は
、
本
当
は
陽
性
の
は
ず
が
検
査
法

の
測
定
感
度
以
下
で
あ
る
た
め
、
陰
性
と
判
断
さ

れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
で
す
。
抗
原
検
査
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
と
比
べ
て
測
定
感
度
が
低
く
、
感
染
し
て
い

て
も
ウ
イ
ル
ス
の
量
が
少
な
い
場
合
に
は
陽
性
と

な
ら
な
い
事
も
多
い
で
す
。
感
度
が
極
め
て
高
い

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
方
が
よ
り
確
実
で
す
が
、
そ
れ
で

も
偽
陰
性
と
な
る
場
合
も
あ
り
、
１
回
の
検
査
で

感
染
の
有
無
を
確
実
に
判
断
で
き
る
検
査
法
は
あ

り
ま
せ
ん
。
検
査
結
果
が

陰
性
で
あ
っ
て
も
感
染
し

て
い
る
可
能
性
は
否
定
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
油
断
せ

ず
に
感
染
対
策
と
体
調
管

理
を
し
っ
か
り
続
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
抗
原
定
性
検
査

４
．
偽
陽
性
と
偽
陰
性

３
．
核
酸
増
幅
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
）

抗原定性キット

コントロール 判定
Ｃ Ｔ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
に
つ
い
て
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
に
は
、
抗
原
定
性
検
査
、

抗
原
定
量
検
査
（
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
）、
核
酸
増
幅
検
査
（
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
）
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
今
、
複
数
の
薬
を
服
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

発
生
す
る
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
と
は
、「
複
数
・
た
く

さ
ん
」
を
意
味
す
る
「po

ly

」
と
「
調
剤
（
薬
）」

を
意
味
す
る
「pharm

acy

」
か
ら
な
る
、「
多
剤

併
用
」
を
示
す
造
語
が
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
「
高
齢
者
の
医
薬
品
適
正
使
用

の
指
針
（
総
論
編
）」
で
は
「
多
剤
服
用
の
中
で
も

害
を
な
す
も
の
」
を
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
呼
び
、

単
に
服
用
す
る
薬
剤
数
が
多
い
こ
と
で
は
な
く
、

そ
れ
に
関
連
し
て
薬
物
有
害
事
象
の
リ
ス
ク
増
加
、

服
薬
過
誤
、
服
薬
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
（
治
療
や
服

薬
に
対
し
て
患
者
が
積
極
的
に
関
わ
り
、
そ
の
決

定
に
沿
っ
た
治
療
を
受
け
る
こ
と
）
低
下
等
の
問

題
に
つ
な
が
る
状
態
と
し
て
い
ま
す
。 

何
剤
か
ら

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
厳
密

な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
齢
と
と
も
に
複
数
の

病
気
や
慢
性
的
な
症
状
を
有
す
る
の
で
、
そ
の
す

べ
て
に
治
療
を
行
え
ば
、
自
然
と
薬
剤
数
が
増
加

し
ま
す
。
一
方
、
高
齢
者
は
肝
・
腎
機
能
の
低
下

に
よ
り
、
６
剤
以
上
の
薬
剤
を
用
い
る
と
薬
物
関

連
有
害
事
象
を
招
き
や
す
く
、
５
剤
以
上
で
は
、

薬
剤
科
長

　深
井

　康
臣

転
倒
し
や
す
い
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
６

剤
以
上
が
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
目
安
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
あ
な
た
は
何
剤
の
お
薬
を
服
用
さ
れ
て
い
る
か

確
認
し
た
事
が
あ
り
ま
す
か
？
　
米
国
の
患
者
は
、

医
師
か
ら
処
方
を
受
け
た
際
に
、
こ
の
薬
は
何
の

薬
で
す
か
？
と
自
分
に
本
当
に
必
要
な
薬
か
を
確

認
し
ま
す
。
場
合
に
よ
り
患
者
は
こ
の
薬
は
不
要

で
す
か
ら
処
方
し
な
い
で
下
さ
い
と
自
分
の
意
志

を
伝
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
よ
う
に
健
康
保

険
制
度
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
お
薬
代
が
非
常

に
高
い
た
め
で
す
。
こ
れ
に
対
し
保
険
で
守
ら
れ

て
い
る
日
本
の
患
者
は
、
医
師
が
処
方
し
た
お
薬

を
す
べ
て
お
任
せ
で
持
ち
帰
る
、
薬
の
内
容
は
良

く
わ
か
ら
な
い
、
そ
し
て
家
に
は
残
薬
が
沢
山
あ

る
な
ど
と
言
う
こ
と
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
数
科
の
医
師
に
か
か

り
、
胃
薬
が
重
複
し
て

い
る
な
ど
と
言
う
事
も

あ
り
ま
す
。
結
果
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
胸
や
け
、
胃
炎
、
胃
潰
瘍
の
治
療
に
用
い
ら
れ

る
制
酸
剤
の
一
種
、プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
薬
（
Ｐ

Ｐ
Ｉ
）
と
い
う
お
薬
が
汎
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
成

分
名
で
は
ラ
ン
ソ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
、
ラ
ベ
プ
ラ
ゾ
ー

ル
、
エ
ソ
メ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
、
オ
メ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
と

言
っ
た
薬
剤
で
す
。
こ
の
Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
長
期
服
用
に

よ
る
様
々
な
副
作
用
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
ド
イ
ツ
の
研
究
結
果
で
は
、
日
常
的
に
Ｐ
Ｐ
Ｉ 

を
服
用
す
る
患
者
で
は
、
非
Ｐ
Ｐ
Ｉ
服
用
患
者
に

比
べ
、
認
知
症
発
症
リ
ス
ク
が
１
．
４
倍
（
40
％

上
昇
）
有
意
に
高
か
っ
た
と
言
っ
た
報
告
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
米
Ｆ
Ｄ
Ａ（
食
品
医
薬
品
局
）
は
過
去

に
Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
高
用
量
あ
る
い
は
長
期
投
与
は
、
股

関
節
、
手
首
、
脊
柱
の
骨
折
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
更
に
最

近
の
報
告
で
は
、Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
長
期
使
用
が
腸
内
細
菌

叢
に
影
響
し
、
感
染
症
が
発
症
し
や
す
い
環
境
に

な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
世
界
的
に
も
Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
不

適
切
な
使
用
を
減
ら
す
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
大
き
な
括
り
と
し
て
の
胃
薬
で
あ
る
Ｐ
Ｐ
Ｉ
が
、

今
の
自
分
に
本
当
に
必
要
な
薬
な
の
か
？
　
Ｐ
Ｐ

Ｉ
を
い
つ
ま
で
内
服
し
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
中
止

で
き
る
の
か
？
を
主
治
医
と
協
議
し
て
見
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か

２
．
抗
原
定
量
検
査
（
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
）

設
は
限
ら
れ
ま
す
。
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よ
り
も
感
度
が
高
く
、
結
果
を
数
値
で
も
表
す
事

が
で
き
ま
す
。
大
型

の
機
器
を
用
い
て
測

定
さ
れ
、
検
査
時
間

は
約
１
時
間
で
す
。

　当
院
で
は
平
日
・

夜
間
休
日
問
わ
ず
測

定
を
し
て
お
り
、
緊

急
の
検
査
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
を
検
出
す
る

検
査
で
す
。
遺
伝
子
を
大
量
に
増
幅
さ
せ
る
事
で
、

極
め
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高
い
感
度
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ま
す
。
最
近
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
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さ
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で
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と
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場
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が
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で
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と
は
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当
は
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の
は
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が
検
査
法

の
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定
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と
判
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う
ケ
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す
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誤
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に
関
わ
り
、
そ
の
決

定
に
沿
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治
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受
け
る
こ
と
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下
等
の
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が
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と
し
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ま
す
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何
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か
ら

ポ
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フ
ァ
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と
す
る
か
に
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い
て
は
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密

な
定
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は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
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と
と
も
に
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数
の

病
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や
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性
的
な
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す
る
の
で
、
そ
の
す

べ
て
に
治
療
を
行
え
ば
、
自
然
と
薬
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数
が
増
加

し
ま
す
。
一
方
、
高
齢
者
は
肝
・
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機
能
の
低
下

に
よ
り
、
６
剤
以
上
の
薬
剤
を
用
い
る
と
薬
物
関

連
有
害
事
象
を
招
き
や
す
く
、
５
剤
以
上
で
は
、

薬
剤
科
長

　深
井

　康
臣

転
倒
し
や
す
い
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
６

剤
以
上
が
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
目
安
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
あ
な
た
は
何
剤
の
お
薬
を
服
用
さ
れ
て
い
る
か

確
認
し
た
事
が
あ
り
ま
す
か
？
　
米
国
の
患
者
は
、

医
師
か
ら
処
方
を
受
け
た
際
に
、
こ
の
薬
は
何
の

薬
で
す
か
？
と
自
分
に
本
当
に
必
要
な
薬
か
を
確

認
し
ま
す
。
場
合
に
よ
り
患
者
は
こ
の
薬
は
不
要

で
す
か
ら
処
方
し
な
い
で
下
さ
い
と
自
分
の
意
志

を
伝
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
よ
う
に
健
康
保

険
制
度
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
お
薬
代
が
非
常

に
高
い
た
め
で
す
。
こ
れ
に
対
し
保
険
で
守
ら
れ

て
い
る
日
本
の
患
者
は
、
医
師
が
処
方
し
た
お
薬

を
す
べ
て
お
任
せ
で
持
ち
帰
る
、
薬
の
内
容
は
良

く
わ
か
ら
な
い
、
そ
し
て
家
に
は
残
薬
が
沢
山
あ

る
な
ど
と
言
う
こ
と
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
数
科
の
医
師
に
か
か

り
、
胃
薬
が
重
複
し
て

い
る
な
ど
と
言
う
事
も

あ
り
ま
す
。
結
果
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
胸
や
け
、
胃
炎
、
胃
潰
瘍
の
治
療
に
用
い
ら
れ

る
制
酸
剤
の
一
種
、プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
薬
（
Ｐ

Ｐ
Ｉ
）
と
い
う
お
薬
が
汎
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
成

分
名
で
は
ラ
ン
ソ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
、
ラ
ベ
プ
ラ
ゾ
ー

ル
、
エ
ソ
メ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
、
オ
メ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
と

言
っ
た
薬
剤
で
す
。
こ
の
Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
長
期
服
用
に

よ
る
様
々
な
副
作
用
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
ド
イ
ツ
の
研
究
結
果
で
は
、
日
常
的
に
Ｐ
Ｐ
Ｉ 

を
服
用
す
る
患
者
で
は
、
非
Ｐ
Ｐ
Ｉ
服
用
患
者
に

比
べ
、
認
知
症
発
症
リ
ス
ク
が
１
．
４
倍
（
40
％

上
昇
）
有
意
に
高
か
っ
た
と
言
っ
た
報
告
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
米
Ｆ
Ｄ
Ａ（
食
品
医
薬
品
局
）
は
過
去

に
Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
高
用
量
あ
る
い
は
長
期
投
与
は
、
股

関
節
、
手
首
、
脊
柱
の
骨
折
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
更
に
最

近
の
報
告
で
は
、Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
長
期
使
用
が
腸
内
細
菌

叢
に
影
響
し
、
感
染
症
が
発
症
し
や
す
い
環
境
に

な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
世
界
的
に
も
Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
不

適
切
な
使
用
を
減
ら
す
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
大
き
な
括
り
と
し
て
の
胃
薬
で
あ
る
Ｐ
Ｐ
Ｉ
が
、

今
の
自
分
に
本
当
に
必
要
な
薬
な
の
か
？
　
Ｐ
Ｐ

Ｉ
を
い
つ
ま
で
内
服
し
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
中
止

で
き
る
の
か
？
を
主
治
医
と
協
議
し
て
見
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か

２
．
抗
原
定
量
検
査
（
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
）

設
は
限
ら
れ
ま
す
。

健康
トピックス

臨
床
検
査
科

９
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　登録医とは、患者に対して一貫性のある医療を
提供できるように協力体制をとっていただける地域
の先生方です。

登録医の紹介

所在地／大町市大町１９０４番地１０
電　話／０２６１-２３-７０５０
診療科目／歯科
診療時間／ ９:00～ 11:00
　　　　　14:30～ 17:00
休診日／土曜午後、日曜・祝祭日
８/14～８/15、12/29～１/３

いいざわ歯科医院

　旧
美
麻
村
に
生
れ
、
小
学
２

年
生
の
時
に
大
町
市
に
転
居
し

ま
し
た
。
今
年
、
年
男
で
あ
る

私
の
年
代
は
入
試
制
度
変
革
の

時
期
と
重
な
り
、
12
学
区
制
が

導
入
さ
れ
旧
大
町
高
校
に
進

学
、
一
期
校
二
期
校
制
が
廃
止

さ
れ
共
通
一
次
試
験
が
始
ま
っ

た
３
年
目
で
し
た
。
医
療
関
係

に
進
学
を
希
望
し
て
い
ま
し
た

が
、
親
族
に
医
療
関
係
者
は
お

ら
ず
、
父
も
会
社
員
で
あ
っ
た

の
で
現
役
、
か
つ
学
費
の
負
担

の
少
な
い
福
岡
県
立
九
州
歯
科

大
学
に
進
学
、
日
本
育
英
会
特

別
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
歯

科
医
師
と
な
り
ま
し
た
。

医
師
を
目
指
し
た
動
機
は
？

　母
校
の
あ
る
北
九
州
市
内
の

歯
科
医
院
に
３
年
間
勤
務
の

後
、
生
れ
故
郷
に
戻
り
砂
田
繁

雄
先
生
の
下
で
６
年
間
勤
務
、

大
北
歯
科
医
師
会
で
の
活
動
を

通
じ
て
地
域
の
歯
科
医
療
を
勉

強
し
、
平
成
８
年
６
月
に
開
業

し
ま
し
た
。今
年
で
開
業
27
年
、

大
北
歯
科
医
師
会
会
長
の
任
を

拝
命
し
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

　大
北
は
長
寿
長
野
県
に
お
い

て
も
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
で

す
。
昔
、
久
米
宏
氏
の
報
道
番

組
の
中
で
著
名
人
に
「
明
日
、

開
業
し
た
き
っ
か
け
は
？

地
域
の
皆
さ
ん
へ
一
言
お
願
い

し
ま
す
。

いいざわ歯科医院
(大町市)

いいざわ歯科医院
(大町市)

飯沢  幸喜  医師
院長

死
を
迎
え
る
な
ら
ば
最
後
に
何

を
食
べ
た
い
か
」
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
内
容
が
あ
り
ま
し

た
。
私
な
ら
お
寿
司
と
う
ま
い

酒
と
答
え
る
で
し
ょ
う
。「
食

べ
る
楽
し
み
」
を
守
る
た
め
に

は
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予

防
、
口
腔
機
能
の
維
持
が
重
要

で
す
。
こ
れ
に
は
医
科
歯
科
・

多
職
種
・
大
町
病
院
口
腔
外
科

と
の
病
診
・
歯
科
診
療
所
の
診

診
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
た

と
え
重
度
の
介
護
状
態
と
な
っ

て
も
「
食
べ
る
楽
し
み
」
を
維

持
す
る
た
め
の
援
助
を
し
て
い

く
事
が
歯
科
医
師
と
し
て
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

148

いいざわ歯科医院 南借馬

俵町一丁目 文化会館入口

大町市
文化会館

Ｊ
Ｒ
大
糸
線

ワ
ク
チ
ン
・
渡
航
外
来
が
始
ま
り
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D-

19
）

は
、
一
般
の
方
々
が
今
ま
で
以
上
に
ワ
ク
チ
ン
に
関

心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
病
気
を
、

V
P
D (V

accine preventable diseases)

と
言

い
、
赤
ち
ゃ
ん
〜
こ
ど
も
の
と
き
に
受
け
る
予
防
接

種
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
と
分
か
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
病
気
は
、
感
染
す
る
と
重
い

症
状
を
起
こ
し
た
り
、
後
遺
症
に
つ
な
が
っ
た
り
、

ひ
ど
い
と
死
亡
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
、
と
て
も
重
大

な
病
気
で
す
。
た
と
え
ば
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
に
か
か

る
重
大
な
病
気
に
髄
膜
炎
が
あ
り
ま
す
。
肺
炎
球
菌

や
ヒ
ブ
と
い
う
菌
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
か

か
る
と
死
亡
し
た
り
、
助
か
っ
て
も
脳
の
障
害
を
残

し
た
り
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
る
と
か
か

る
人
が
激
減
し
、
小
児
科
医
で
も
み
る
こ
と
が
ま
れ

な
病
気
と
な
り
ま
し
た
１) 

２)

。

　
日
本
は
「
ワ
ク
チ
ン
後
進
国
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
小
児
期
に
受
け
る
べ
き
ワ
ク
チ
ン
が
世
界
標
準

と
比
べ
大
幅
に
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の
原
因
で

す
。
２
０
１
０
年
頃
か
ら
徐
々
に
そ
の
状
態
は
改
善

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
十
分
な
状
況
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
過
去
に
受
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
接
種
を
逃

し
て
い
る
方
々
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
１
９

６
２
〜
７
９
年
生
ま
れ
の
男
性
の
風
疹
ワ
ク
チ
ン
、

１
９
９
５
年
４
月
２
日
〜
２
０
０
９
年
10
月
１
日
生

ま
れ
の
方
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
１
９
９
７
年
度

〜
２
０
０
５
年
度
生
ま
れ
の
女
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
な
ど
で
す
。
年
齢
別
に
不
足
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
と
お
と
な
の

ワ
ク
チ
ン
サ
イ
ト
３) 

に
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
接
種
が
も
れ
て
い
た
場
合
、
そ

の
後
に
打
つ
場
合
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
と
呼
び

ま
す
が
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
の
相
談
に
年
齢
を
問
わ

ず
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
病
気
を
お
持
ち
で
通
院
さ
れ
て
い
る
方
も
、
病
気

に
よ
っ
て
か
か
り
や
す
い
V
P
D
が
存
在
し
ま
す
。

糖
尿
病
、
慢
性
腎
不
全
、
慢
性
肝
疾
患
、
事
故
や
手

術
で
脾
臓
の
な
い
方
な
ど
が
一
例
で
す
。
ま
た
、
妊

娠
を
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
妊
娠
中
の
方
も
、

注
意
す
べ
き
感
染
症
や
、
検
討
す
べ
き
ワ
ク
チ
ン
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
す
す
め
で
き
る
ワ
ク
チ

ン
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
渡
航
さ
れ
る
方
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
仕
事
や
留
学
で
海
外
に
行
く
必
要
が
あ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
C
O
V
I
D-

19
が
落
ち
着
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
以
前
の
よ
う
に
海

外
渡
航
を
さ
れ
る
方
も
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
海
外
は
そ
の
地
域
に
特
有
の
感
染
症
が
あ
り
、

ま
た
医
療
環
境
も
日
本
と
は
大
き
く
異
な
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
病
気
に
か
か
ら
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ
り
ま

す
。
専
門
の
医
師
が
、
個
々
人
に
合
わ
せ
て
適
切
な

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
プ
ラ
ン
を
提
供
致
し
ま
す
。
ま
た
、

ワ
ク
チ
ン
が
な
い
病
気
の
場
合
も
、
予
防
方
法
の
相

談
に
応
じ
る
こ
と
が
可
能
で
す
（
感
染
症
で
は
な
い

で
す
が
、
高
地
に
行
か
れ
る
方
は
高
山
病
の
危
険
性

も
あ
り
ま
す
）。

　
年
齢
を
問
わ
ず
、
小
児
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
幅

広
く
対
応
可
能
で
す
。
ご
相
談
だ
け
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
希
望
の
方
は
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

１
）M

od M
edia. 2

0
1

6
;6

2
(6

):1
9

1
‒5

.

２)  

日
化
療
会
誌. 2

0
1

6
;6

4
 (4

): 6
5

2
-5

.

３
）
こ
ど
も
と
お
と
な
の
ワ
ク
チ
ン
サ
イ
ト

　年
齢
で

み
る
不
足
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
ワ
ク
チ
ン

   

（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

●
水
曜
午
後
（
要
予
約
）

●
対
応
可
能
な
内
容
（
成
人
・
小
児
と
も
診
療
が

可
能
で
す
）

 

・
渡
航
相
談
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

　（
扱
い
が
な
い
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
ま
す
）

 

・
証
明
書
発
行
（
英
文
証
明
書
可
能
）

 

・
小
児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
特
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
の
相
談
）

 

・
疾
患
別
の
予
防
接
種
相
談

　（
脾
臓
が
な
い
方
、移
植
治
療
前
後
、慢
性
疾
患
、

な
ど
）

●
料
金
　
ワ
ク
チ
ン
・
渡
航
外
来
は
自
費
診
療
と

な
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
ご
と
に
接
種
料
金
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
医
事
課
担
当

者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法

●
海
外
旅
行
、
出
張
、
移
住
な
ど
で
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
を
相
談
し
た
い
方

●
小
児
期
な
ど
の
定
期
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
方
　
　
　
　
　
　

　
の
た
め
の
外
来
で
す
。

▲３）こどもとおとなの
　　  ワクチンサイト
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共
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た
３
年
目
で
し
た
。
医
療
関
係

に
進
学
を
希
望
し
て
い
ま
し
た

が
、
親
族
に
医
療
関
係
者
は
お

ら
ず
、
父
も
会
社
員
で
あ
っ
た

の
で
現
役
、
か
つ
学
費
の
負
担

の
少
な
い
福
岡
県
立
九
州
歯
科

大
学
に
進
学
、
日
本
育
英
会
特

別
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
歯

科
医
師
と
な
り
ま
し
た
。

医
師
を
目
指
し
た
動
機
は
？

　母
校
の
あ
る
北
九
州
市
内
の

歯
科
医
院
に
３
年
間
勤
務
の

後
、
生
れ
故
郷
に
戻
り
砂
田
繁

雄
先
生
の
下
で
６
年
間
勤
務
、

大
北
歯
科
医
師
会
で
の
活
動
を

通
じ
て
地
域
の
歯
科
医
療
を
勉

強
し
、
平
成
８
年
６
月
に
開
業

し
ま
し
た
。今
年
で
開
業
27
年
、

大
北
歯
科
医
師
会
会
長
の
任
を

拝
命
し
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

　大
北
は
長
寿
長
野
県
に
お
い

て
も
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
で

す
。
昔
、
久
米
宏
氏
の
報
道
番

組
の
中
で
著
名
人
に
「
明
日
、

開
業
し
た
き
っ
か
け
は
？

地
域
の
皆
さ
ん
へ
一
言
お
願
い

し
ま
す
。

いいざわ歯科医院
(大町市)

いいざわ歯科医院
(大町市)

飯沢  幸喜  医師
院長

死
を
迎
え
る
な
ら
ば
最
後
に
何

を
食
べ
た
い
か
」
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
内
容
が
あ
り
ま
し

た
。
私
な
ら
お
寿
司
と
う
ま
い

酒
と
答
え
る
で
し
ょ
う
。「
食

べ
る
楽
し
み
」
を
守
る
た
め
に

は
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予

防
、
口
腔
機
能
の
維
持
が
重
要

で
す
。
こ
れ
に
は
医
科
歯
科
・

多
職
種
・
大
町
病
院
口
腔
外
科

と
の
病
診
・
歯
科
診
療
所
の
診

診
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
た

と
え
重
度
の
介
護
状
態
と
な
っ

て
も
「
食
べ
る
楽
し
み
」
を
維

持
す
る
た
め
の
援
助
を
し
て
い

く
事
が
歯
科
医
師
と
し
て
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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Ｊ
Ｒ
大
糸
線

ワ
ク
チ
ン
・
渡
航
外
来
が
始
ま
り
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D-

19
）

は
、
一
般
の
方
々
が
今
ま
で
以
上
に
ワ
ク
チ
ン
に
関

心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
病
気
を
、

V
P
D (V

accine preventable diseases)

と
言

い
、
赤
ち
ゃ
ん
〜
こ
ど
も
の
と
き
に
受
け
る
予
防
接

種
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
と
分
か
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
病
気
は
、
感
染
す
る
と
重
い

症
状
を
起
こ
し
た
り
、
後
遺
症
に
つ
な
が
っ
た
り
、

ひ
ど
い
と
死
亡
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
、
と
て
も
重
大

な
病
気
で
す
。
た
と
え
ば
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
に
か
か

る
重
大
な
病
気
に
髄
膜
炎
が
あ
り
ま
す
。
肺
炎
球
菌

や
ヒ
ブ
と
い
う
菌
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
か

か
る
と
死
亡
し
た
り
、
助
か
っ
て
も
脳
の
障
害
を
残

し
た
り
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
る
と
か
か

る
人
が
激
減
し
、
小
児
科
医
で
も
み
る
こ
と
が
ま
れ

な
病
気
と
な
り
ま
し
た
１) 

２)

。

　
日
本
は
「
ワ
ク
チ
ン
後
進
国
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
小
児
期
に
受
け
る
べ
き
ワ
ク
チ
ン
が
世
界
標
準

と
比
べ
大
幅
に
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の
原
因
で

す
。
２
０
１
０
年
頃
か
ら
徐
々
に
そ
の
状
態
は
改
善

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
十
分
な
状
況
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
過
去
に
受
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
接
種
を
逃

し
て
い
る
方
々
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
１
９

６
２
〜
７
９
年
生
ま
れ
の
男
性
の
風
疹
ワ
ク
チ
ン
、

１
９
９
５
年
４
月
２
日
〜
２
０
０
９
年
10
月
１
日
生

ま
れ
の
方
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
１
９
９
７
年
度

〜
２
０
０
５
年
度
生
ま
れ
の
女
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
な
ど
で
す
。
年
齢
別
に
不
足
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
と
お
と
な
の

ワ
ク
チ
ン
サ
イ
ト
３) 

に
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
接
種
が
も
れ
て
い
た
場
合
、
そ

の
後
に
打
つ
場
合
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
と
呼
び

ま
す
が
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
の
相
談
に
年
齢
を
問
わ

ず
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
病
気
を
お
持
ち
で
通
院
さ
れ
て
い
る
方
も
、
病
気

に
よ
っ
て
か
か
り
や
す
い
V
P
D
が
存
在
し
ま
す
。

糖
尿
病
、
慢
性
腎
不
全
、
慢
性
肝
疾
患
、
事
故
や
手

術
で
脾
臓
の
な
い
方
な
ど
が
一
例
で
す
。
ま
た
、
妊

娠
を
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
妊
娠
中
の
方
も
、

注
意
す
べ
き
感
染
症
や
、
検
討
す
べ
き
ワ
ク
チ
ン
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
す
す
め
で
き
る
ワ
ク
チ

ン
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
渡
航
さ
れ
る
方
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
仕
事
や
留
学
で
海
外
に
行
く
必
要
が
あ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
C
O
V
I
D-

19
が
落
ち
着
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
以
前
の
よ
う
に
海

外
渡
航
を
さ
れ
る
方
も
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
海
外
は
そ
の
地
域
に
特
有
の
感
染
症
が
あ
り
、

ま
た
医
療
環
境
も
日
本
と
は
大
き
く
異
な
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
病
気
に
か
か
ら
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ
り
ま

す
。
専
門
の
医
師
が
、
個
々
人
に
合
わ
せ
て
適
切
な

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
プ
ラ
ン
を
提
供
致
し
ま
す
。
ま
た
、

ワ
ク
チ
ン
が
な
い
病
気
の
場
合
も
、
予
防
方
法
の
相

談
に
応
じ
る
こ
と
が
可
能
で
す
（
感
染
症
で
は
な
い

で
す
が
、
高
地
に
行
か
れ
る
方
は
高
山
病
の
危
険
性

も
あ
り
ま
す
）。

　
年
齢
を
問
わ
ず
、
小
児
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
幅

広
く
対
応
可
能
で
す
。
ご
相
談
だ
け
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
希
望
の
方
は
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

１
）M

od M
edia. 2

0
1

6
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２)  

日
化
療
会
誌. 2

0
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6
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4
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): 6
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2
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３
）
こ
ど
も
と
お
と
な
の
ワ
ク
チ
ン
サ
イ
ト

　年
齢
で

み
る
不
足
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
ワ
ク
チ
ン

   

（
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

●
水
曜
午
後
（
要
予
約
）

●
対
応
可
能
な
内
容
（
成
人
・
小
児
と
も
診
療
が

可
能
で
す
）

 

・
渡
航
相
談
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

　（
扱
い
が
な
い
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
ま
す
）

 

・
証
明
書
発
行
（
英
文
証
明
書
可
能
）

 

・
小
児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
特
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
の
相
談
）

 

・
疾
患
別
の
予
防
接
種
相
談

　（
脾
臓
が
な
い
方
、移
植
治
療
前
後
、慢
性
疾
患
、

な
ど
）

●
料
金
　
ワ
ク
チ
ン
・
渡
航
外
来
は
自
費
診
療
と

な
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
ご
と
に
接
種
料
金
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
医
事
課
担
当

者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法

●
海
外
旅
行
、
出
張
、
移
住
な
ど
で
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
を
相
談
し
た
い
方

●
小
児
期
な
ど
の
定
期
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
方
　
　
　
　
　
　

　
の
た
め
の
外
来
で
す
。

▲３）こどもとおとなの
　　  ワクチンサイト



当院ホームページはこちら
https://www.omachi-hospital.jp/

■ 予約については、平日午後３時以降に各科外来までお問い合わせください。
■ 診察券（プラスチックカード）は全科共通です。保険証と共に忘れずにお持ちください。
■ 再来受付機は、保険証を3 ヶ月以上提示いただかないと利用できなくなります。（④外来受付にお越しください）

※青文字は派遣医師です。　

診療科紹介　～産科～

新入医師・職員紹介

健康トピックス

ワクチン・渡航外来について

登録医紹介　いいざわ歯科医院

ご自由にお持ちください。

表紙： 新入職員オリエンテーション

大町病院
2022. 5 . 1

vol.41

BLS（一次救命処置）研修を行いました。

■診察時間　９ : 00から　※診療科によって異なる場合があります。
■受付時間　８ : 00～ 11 : 30
■休  診  日　土曜・日曜・祝日

午後の診療は、予約制です。（急患等は、各科で対応させていただきます。）

外来診療表
2022 年 5 月 1 日

私たちは、地域に密着した温かく誠実な医療を実践します。

１．市民の健康増進、疾病予防に努めます
２．地域包括ケアシステムの中心を担う病院として、医療・介護・

福祉の円滑な連携を推進します。
３．市民の皆さんが安心して暮らしていける医療機能の整備・連携

を図ります。
４．公共性を確保し、合理的で健全な病院経営を行います。

理　　      念

基  本  方  針

■ 発行　市立大町総合病院　　■ 編集　市立大町総合病院　広報委員会
〒398-0002　長野県大町市大町 3130 番地

0261-22-0415（代）　  　　  https://www.omachi-hospital.jp/
   hospital@hsp.city.omachi.nagano.jp

TEL URL

e-mail

広報誌　きらり大町病院

休診情報はこちら

令和４年４月より、全ての土曜日が休診となっております。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

※医師が変更する場合がございますので、最新の診療表については病院に
　お問い合わせください。


